
鉄
道
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

鉄
道
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
三
年
国
土
交
通
省
令
第
百
五
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
で
改
正
前
欄

に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
構
造
物
）

（
構
造
物
）

第
二
十
四
条

土
工
、
橋
り
ょ
う
、
ト
ン
ネ
ル
そ
の
他
の
構
造
物
（
以
下
「
構
造
物
」
と
い
う
。）は
、
予
想
さ
れ

る
荷
重
に
耐
え
る
も
の
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
列
車
荷
重
、
衝
撃
等
に
起
因
し
た
構
造
物
の
変
位
に
よ
っ
て
車
両

の
安
全
な
走
行
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
四
条

土
工
、
橋
り
ょ
う
、
ト
ン
ネ
ル
そ
の
他
の
構
造
物
は
、
予
想
さ
れ
る
荷
重
に
耐
え
る
も
の
で
あ
っ

て
、
か
つ
、
列
車
荷
重
、
衝
撃
等
に
起
因
し
た
構
造
物
の
変
位
に
よ
っ
て
車
両
の
安
全
な
走
行
に
支
障
を
及
ぼ

す
お
そ
れ
の
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
電
車
線
路
等
の
施
設
等
）

（
電
車
線
路
等
の
施
設
等
）

第
四
十
一
条

（
略
）

第
四
十
一
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

電
車
線
路
は
、
次
の
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
に
施
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

電
車
線
路
は
、
予
想
さ
れ
る
最
大
風
圧
荷
重
、
電
線
に
よ
る
張
力
等
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
列
車

の
速
度
及
び
車
両
の
集
電
方
法
に
応
じ
、
支
障
な
く
集
電
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
施
設
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一

予
想
さ
れ
る
最
大
風
圧
荷
重
、
電
線
に
よ
る
張
力
等
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

（
新
設
）

二

予
想
さ
れ
る
地
震
動
の
う
ち
、
最
大
規
模
の
強
さ
を
有
す
る
も
の
に
対
し
て
、
倒
壊
の
お
そ
れ
の
な
い
こ

と
。

（
新
設
）

三

列
車
の
速
度
及
び
車
両
の
集
電
方
法
に
応
じ
、
支
障
な
く
集
電
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

（
新
設
）

４
・
５

（
略
）

４
・
５

（
略
）

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
令
和
八
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
の
施
行
前
に
工
事
に
着
手
し
、
又
は
完
成
し
た
電
車
線
路
で
あ
っ
て
、
改
正
後
の
鉄
道
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
省
令
第
四
十
一
条
第
三
項
第
二
号
の
規
定
に
適
合
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
後

最
初
に
行
う
電
車
線
路
の
改
造
の
工
事
（
構
造
物
の
改
築
の
工
事
と
一
体
的
に
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。）が
完
成
す
る
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

建
築
基
準
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

建
築
基
準
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
建
設
省
令
第
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分

に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
確
認
申
請
書
の
様
式
）

（
確
認
申
請
書
の
様
式
）

第
一
条
の
三

法
第
六
条
第
一
項
（
法
第
八
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
第
四
項
に
お
い

て
同
じ
。）の
規
定
に
よ
る
確
認
の
申
請
書
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
図
書
及
び
書
類
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
の

表
一
の

項
に
掲
げ
る
配
置
図
又
は
各
階
平
面
図
は
、
次
の
表
二
の
二
十
三
項
の

欄
に
掲
げ
る
道
路
に
接
し

第
一
条
の
三

法
第
六
条
第
一
項
（
法
第
八
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
第
四
項
に
お
い

て
同
じ
。）の
規
定
に
よ
る
確
認
の
申
請
書
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
図
書
及
び
書
類
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
の

表
一
の

項
に
掲
げ
る
配
置
図
又
は
各
階
平
面
図
は
、
次
の
表
二
の
二
十
三
項
の

欄
に
掲
げ
る
道
路
に
接
し

令和年月日 火曜日 (号外第号)官 報
〇
国
土
交
通
省
令
第
二
十
一
号

鉄
道
営
業
法
（
明
治
三
十
三
年
法
律
第
六
十
五
号
）
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
鉄
道
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

〇
国
土
交
通
省
令
第
二
十
二
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
六
条
第
九
項
（
同
法
第
八
十
七
条
第
一
項
、
第
八
十
七
条
の
四
並
び
に
第
八
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
九
十
七
条
の
四
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
並
び
に
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
建
築
基
準
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之


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